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１．開発許可申請の流れ
開発許可制度とは
開発行為とは
土地の区画形質の変更とは
許可が必要な開発行為
開発許可の技術規準
開発許可申請手続の流れ
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開発許可制度は
都市計画で定められるいわゆる線引き制度の実効を確保する
とともに、一定の土地の造成に対するチェックを行うことに
より、新たに開発される市街地の環境の保全、災害の防止、
利便の増進を図るために設けられた都市計画法上の制度です。

都市計画に関する他の制度と相まって、まちづくりの将来像
を示すマスタープランの内容を実現する手段や災害リスク
の高い区域における新たな開発行為を抑制する手段と
しても重要となっております。
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5調整池設計計算システムの使い方セミナー

「主として建築物の建築又は特定工作物の建設の用に供する
目的で行う土地の区画形質の変更」

建築物 建築基準法第
２条１号に定
める建築物

土地に定着する工作物のうち、屋根及び柱若し
くは壁を有するもの（これに類する構造のもの
を含む。）、これに附属する門若しくは塀、観
覧のための工作物又は地下若しくは高架の工作
物内に設ける事務所、店舗、興行場、倉庫その
他これらに類する施設をいい、建築設備を含む

特定工作
物

第一種特定工
作物

周辺の地域の環境の悪化をもたらすおそれがあ
る工作物
・コンクリートプラント、アスファルトプラン
ト、クラッシャープラント、危険物貯蔵処理施
設に供する工作物

第二種特定工
作物

大規模な工作物
・ゴルフコース、1ha以上の野球場、庭球場、陸
上競技場、遊園地、動物園その他の運動・レ
ジャー施設、墓園など
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①土地の「区画」の変更
道路、水路等の廃止、付替又は新設により、一団の土

地利用形態の変更を行うこと。

①区画の変更
②形の変更
③質の変更



土地の区画形質の変更とは

7調整池設計計算システムの使い方セミナー

②土地の「形」の変更
切土、盛土により土地の造成を行うこと。

①区画の変更
②形の変更
③質の変更
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③土地の「質」の変更
・宅地以外の土地（農地、雑種地等）を宅地とすること。

①区画の変更
②形の変更
③質の変更
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開発行為の許可は都市計画法第 29 条に規定され開発行為を
しようとする者は、あらかじめ都道府県知事の許可を受けな
ければならない

開発行為
（建築物の建築又は特定工作物の建設の用に供する目的で行う土地の区画形質の変更）

許可を要しない開発行為
・市街化区域で1,000㎡未満
・市街化区域・区分が定められていない区域で、
区分に応じて政令で定める規模未満

・などなど 自治体に確認しましょう
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＜技術基準＞
•予定建築物等の用途が用途地域等の制限に適合していること。
•道路、公園等の公共空地が適切に設計されていること。
•排水施設、給水施設が適切に設計されていること。
•地区計画が定められているときは、当該地区計画に適合していること。
•公共施設及び予定建築物の用途の配分が適切に定められていること。
•開発区域内の土地について必要な安全措置が図られていること。
•原則として災害危険区域などの災害防止上支障のある土地を含まないこと。
•1ヘクタール以上の開発行為については、必要に応じて樹木の保存、表土の保全等の
措置や騒音、振動等による環境防止上必要な緩衝帯が設けられていること。
•40ヘクタール以上の大規模開発については、鉄道等輸送の面から支障がないこと。
•申請者に開発行為を行うための必要な資力・信用があること。
•工事施行者に工事を完成させるために必要な能力があること。
•開発区域内の関係権利者の相当数の同意を得ていること。



許可権者 申請者 関係行政機関

開発許可申請手続の流れ
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開発計画立案

事前相談 事前協議

許可申請

許可通知 許可書受理

審査

協議・同意 計画・設計 協議・同意

排水計画・調整池設計

河川・下水管理者
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２．排水計画の流れ
排水計画とは
雨水排水計画の流れ



開発区域内の土地利用、降雨量、周辺の地形から算定される
雨水を安全に流下できる断面積・勾配を確保する排水設備の計画を行う。

暗渠

排水計画とは
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側溝

集水桝

放流
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○計画雨水量算出条件の決定
①集水面積の決定
雨水の排水を受ける水路の設置位置を決め、

排水区割りを行い、それぞれの集水面積を算出
する

②流出係数の決定
排水区の土地利用形態を確認し
流出係数を決定する

③降雨強度の決定
許可権者の規準にそって、

降雨強度式を決定する

計画雨水量算出
条件の決定

排水路計画

流下能力の検証
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○排水路計画
①平面計画
排水路の平面上の設置計画図を作成

②縦断計画
平面計画にそって、緩やかに自然流下が行え

る縦断勾配の計画を行う

③水路断面の仮決定
平面・縦断を満たす水路形式および断面寸法

を仮決定する

計画雨水量算出
条件の決定

排水路計画

流下能力の検証

暗渠

側溝

集水桝
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○流下能力の検証
計画雨水量算出
条件の決定

排水路計画

流下能力の検証

Ｑo ＝ 1/360・Ｃ・Ｉ・Ａ

ここに、Ｑo：計画雨水量（㎥/s）
Ｃ：流出係数
Ｉ：降雨強度（mm/hr）
Ａ：排水面積（ha）

Ｑc ＝ Ａ・Ｖ
Ｖ ＝ 1/ｎ・Ｒ2/3・Ｉ1/2

ここに、Ｑc：流量（㎥/s）
Ａ：流水断面積（㎡）
Ｖ：流速（m/秒）
ｎ：粗度係数
Ｒ：径深（m）
Ｐ：流水の潤辺長（m）
Ｉ：勾配

②流下能力①計画雨水量 <
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○流下能力の検証結果
計画雨水量算出
条件の決定

排水路計画

流下能力の検証



排水計画システム
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３．排水計画システム紹介
排水計画（雨水・汚水）システム
調整池（防災調整池）容量算定システムEX
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４．調整池設計の流れ
調整池とは
調整池設置要否の検討
調整池設計の流れ
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宅地開発やゴルフ場開発などの
開発行為

田畑、森林の消失による保水・
浸透能力の減少

排水路、排水管整備による雨水
流下速度の上昇

洪水の可能性が増加するため流
出抑制対策が必要

流出抑制施設(貯留・浸透施設)
の設置

雨水貯留浸透技術協会HPより
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流出抑制施設

貯留型施設

浸透型施設

雨水を一時的に貯留し徐々に放
流する事で洪水の調節を行う施
設

オフサイト貯留

オンサイト貯留

雨水を地下に浸透させることで、
洪水の調節を行う施設
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貯留型施設
雨水を一時的に貯留し徐々に放流
する事で洪水の調節を行う施設

雨水貯留浸透技術協会HPより

オフサイト貯留

オンサイト貯留

河川、下水道、水路等によって雨水を集水した
後でこれを貯留し、流出を抑制するもの。遊水
池、防災調節池がこれに当たる

雨水の移動を最小限におさえ、雨が降った場所
（現地）で貯留し、雨水の流出を抑制するもの
で現地貯留とも呼ぶ。公園、運動場、駐車場、
集合住宅の棟間等の流域貯留施設あるいは、各
戸貯留施設等がこれに当たる
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浸透型施設

雨水を地下に浸透させることで、
洪水の調節を行う施設

雨水貯留浸透技術協会HPより



調整池設計の流れ
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オフサイト貯留施設（調整池）



調整池の設置要否の検討
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都市計画法施行令第 26 条第２号
開発区域内の排水施設は、放流先の排水能力、利水の状況その他の状況を勘案して、開発区
域内の下水を有効かつ適切に排出することができるように、下水道、排水路その他の排水施
設又は河川その他の公共の水域若しくは海域に接続していること。この場合において、放流
先の排水能力によりやむを得ないと認められるときは、開発区域内において一時雨水を貯留
する遊水池その他の適当な施設を設けることを妨げない。

自治体（流域）ごとに設置基準が策定され
ていることがあり、
放流先の排水能力に関係なく、
開発規模で設置が必要となる
場合もある



調整池の設置要否の検討
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放流先の検討地点の流下能力を検証し、要否を決定する

検討地点の選定

検討範囲の確認

検討地点の流下能力算定

ピーク流量と流下能力の比較
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条件の決定
①降雨波形・強度式の決定

②洪水到達時間
（例：等流流速法）

 tc = 流入時間t1 + 流下時間t2

③流出係数の決定
流出係数は流入する区域内の各々の面積と流出係数より加重平均して算出

タルボット型 𝑟𝑟 =
𝑎𝑎

𝑡𝑡 + 𝑏𝑏
シャーマン型 𝑟𝑟 =

𝑎𝑎
𝑡𝑡 ⁄𝑛𝑛 𝑚𝑚

久野・石黒型 𝑟𝑟 =
𝑎𝑎
𝑡𝑡 + 𝑏𝑏

君島型 𝑟𝑟 =
𝑎𝑎

𝑡𝑡 ⁄𝑛𝑛 𝑚𝑚 + 𝑏𝑏

中央集中型降雨波形 後方集中型降雨波形 降雨強度式

条件の決定

許容放流量の決定

貯留・放流設備の
仮決定

設計堆積土砂の計
算

必要調整容量の計
算（厳密計算法）
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許容放流量の決定
①開発前の自然状態での洪水流量とする
開発によるピーク流量を開発前の値まで調整するもの。

開発の影響を処理するための暫定的な施設を対象としてい
る。

②下流河川の流下能力比流量相当の放流量とする
①と比較して必要調整容量が大きくなるが、下流河川沿

岸の人口が多い場合など、より高い治水の安全度が要求さ
れる状況で適応される。

条件の決定

許容放流量の決定

貯留・放流設備の
仮決定

設計堆積土砂の計
算

必要調整容量の計
算（厳密計算法）



調整池設計の流れ
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条件の決定

許容放流量の決定

貯留・放流設備の
仮決定

設計堆積土砂の計
算

必要調整容量の計
算（厳密計算法）

貯留・放流設備の仮決定
①貯留池容量の仮決定
簡易式により調節容量の概略値を算定し、貯留池の寸法を仮決定する

②放流設備（オリフィス）の断面仮定

160
2 360
c

i i i
rV r t f A = − ⋅ ⋅ ⋅ ⋅ ⋅ 

 
オフサイト貯留施設容量

( )2 2
c

o
L

QA
C g H H D⋅ ⋅ − −

=

Qc ：許容放流量(m3/s)
C ：流量係数
g     ：重力加速度(９.８m/s)
H ：計画洪水位(m)
HL ：オリフィス敷高 (m)
D ：オリフィス高さ (m)

オリフィス断面積
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設計堆積土砂の計算
① 堆積土砂量は毎年半減するものとして算定する方法

② 工事工区面積を用いて堆積土砂量を算定する方法

③ 造成中、造成完了後の堆積土砂量を算定する方法

条件の決定

許容放流量の決定

貯留・放流設備の
仮決定

設計堆積土砂の計
算

必要調整容量の計
算（厳密計算法）



調整池設計の流れ
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必要調整容量の計算（厳密計算法）条件の決定

許容放流量の決定

貯留・放流設備の
仮決定

設計堆積土砂の計
算

必要調整容量の計
算（厳密計算法）

調整容量計算は流量公式と連続式を連立に解く逐次計算となる



調整池設計の流れ
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必要調整容量の計算結果
条件の決定

許容放流量の決定

貯留・放流設備の
仮決定

設計堆積土砂の計
算

必要調整容量の計
算（厳密計算法）

ハイドログラフ 洪水調整計算結果



調整池容量算定システム
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５．調整池容量算定システム紹介
調整池（防災調整池）容量算定システムEX
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